
⾧浜市道路雪寒対策基本計画の概要

雪寒対策の３つの目的達成に向けて取り組むなかで、上記の
課題解決に向けた計画方針を設定

・現在の機械除雪路線を原則維持
・新規認定・廃止基準を設定
・基準から逸脱する路線を個別に見直し

冬期における道路の安全かつ円滑な交通を確保し、①災害時における
緊急車両の通行確保、②経済活動の停滞防止、③市民生活の不便解消
を図ることを目的に、機械除雪、消雪設備による雪寒対策を中心に実
施
また、地域住民による除雪作業に対し補助などの支援を実施

道路雪寒

対策

機械除雪

市実施（直営）

市実施（委託）

住民実施

消雪設備

市管理

住民管理

❅策定の背景

機械除雪路線基準の設定

機械除雪

機械除雪…市による実施（直営、委託）、地域住民による除雪
消雪設備…市による管理、市と地域住民等が協定を締結し管理
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❅現行の対策

❅雪寒対策の課題
①雪寒対策基準の地域差
合併以前の旧市町ごとの雪寒対策を引き継いでいるため、対策
基準の地域差が残存

③財政状況の逼迫
人口減少に伴う税収減少。一方、除雪車両や消雪設備の老朽化
が進み、雪寒対策費が増加

②雪寒対策の担い手の減少
少子高齢化に伴い、除雪の主な担い手である生産年齢人口が減
少。同時に建設事業所やその従業者も減少

❅計画方針

市町村合併前 市町村合併後

❅個別計画
消雪設備

路線の優先度に応じた除雪水準の設定
・機械除雪路線に対し優先度を設定
・優先度に応じ出動基準や作業水準等を設定

設備の計画的な維持管理
・事後保全と予防保全を適切に実施
・今後必要となる維持管理費用を平準化

協定内容の見直し
・市と地域の管理区分を設定
・設置経緯や地域特性を踏まえつつ、市内で一
定統一した内容に改定

新規設置と更新基準の設定
・路線毎の消雪指向性を評価
・評点と実情を踏まえて新設・更新を検討
・検討を行う際の手順を設定

除雪車両等の運用見直し
・除雪車両の保有数を維持したうえで計画的
な更新を行う

・除雪車庫の適正配置、維持管理、新設検討

・地域で取り組む除雪作業に関する
補助事業の随時見直し
・除雪支援事業等の情報発信

自助・互助・共助

施策の推進

・各地区に除雪対策本部を設置
・国や県、自治会等と連携

（１）地域特性に応じた基準による計画の策定

・ 地域特性を踏まえた雪寒対策基準の設定

・ 設定基準に沿った個別計画（機械除雪、消雪設備、自助・互助・共助による雪寒対策）の策定

（２）持続可能な雪寒体制構築に向けた計画の策定

・ 除雪機械の計画的な更新による除雪体制の維持

・ 消雪設備の計画的な修繕・更新及び将来費用の平準化

・ 自助・互助・共助による雪寒対策の取組を支援

社会的背景

計画方針

目的：冬季における道路の安全かつ円滑な交通を確保

災害時における緊急車両等の通行の確保

市民生活の不便解消経済活動の停滞防止

雪寒対策基準の地域差 雪寒対策の担い手の減少 財政の逼迫

雪寒対策路線
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H18 １市２町合併 雪寒対策は現行水準を維持

⾧浜市の年齢３区分別人口推移

H22 １市６町合併

H26 合併基本計画

H28～H30 長浜市雪寒体制のあり方懇話会を開催
今後の雪寒対策の方向性を示した
「長浜市道路雪寒対策の基本的な考え方」を策定

３つの目的に基づき、雪寒対策路線を設定したうえで、機械除雪、
消雪設備、自助・互助・共助のいずれの対策方法が適切か判断す
る
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❅雪寒対策路線と対策方法

合併時は現行のとおりとし長浜市に引き継ぎ、
合併後より適切な体制となるよう検討する

大雪を想定した適切な除雪体制の整備や除排
雪対策を図る

ひっぱく


